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予
防
接
種
実
施
方
法
変
更
の
お
願
い

　
昭
和
五
十
一
年
度
の
予
防
接
種
は

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
、
百
日

咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
三
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
、
種
痘
、
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
、
日
本
脳
炎
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
四

月
か
ら
実
施
方
法
を
一
部
変
更
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
個
人
通
知
方
法
を
廃
止

　
従
来
は
該
当
者
あ
て
に
個
人
通
知

書
を
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
し
て
配

布
し
て
き
ま
し
た
が
、
四
月
よ
り
こ

の
方
法
を
改
め
、
市
報
と
お
か
ま
ち

と
お
知
ら
せ
版
に
予
防
接
種
の
種
類
、

該
当
年
齢
、
会
場
、
時
間
等
を
掲
載

し
ま
す
。

　
問
診
票
の
記
入

　
予
防
接
種
の
問
診
票
は
、
会
場
で

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
定
め

ら
れ
た
時
間
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
体
温
は
自
宅
で
計
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

　
母
子
手
帳
は
必
ず
持
参
を

　
会
場
で
母
子
手
帳
に
接
種
済
の
印

を
押
し
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
は
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
小
学
校
入

学
前
の
子
供
さ
ん
の
み
）
。
な
お
、

母
子
手
帳
に
は
予
防
接
種
に
つ
い
て

の
注
意
事
項
が
書
い
て
あ
り
ま
す
の

で
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

雪
ま
つ
り
と
交
通

の
お
知
ら
せ

　
第
二
十
七
回
雪
ま
つ
り
は
、
、
一
月

十
四
、
レ
五
日
の
両
日
に
行
わ
れ
ま

す
。
当
日
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
豪
雪
を
克

服
し
、
市
民
総
参
加
で
雪
ま
つ
り
を

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
当
日
の
交
通
に
つ
い
て
は
、
十
四

日
に
飯
山
線
関
係
で
、
長
野
方
面
か

ら
昼
頃
一
本
、
長
野
方
面
へ
夜
二
本
、

新
潟
方
面
か
ら
昼
頃
三
本
、
新
潟
方

面
へ
夜
二
本
。
十
五
日
に
新
潟
～
十

日
町
間
を
一
往
復
す
る
臨
時
列
車
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
越
後
交
通
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

つ
ぎ
の
路
線
が
臨
時
運
行
さ
れ
ま
す
。

▽
二
月
十
四
日

　
本
町
三
丁
目
停
留
所
付
近
（
水
口
、

小
看
谷
、
長
岡
方
面
）
本
町
高
校
バ

ス
停
付
近
（
土
市
、
大
割
野
、
六
日

町
方
面
）
本
町
二
丁
目
停
留
所
付
近

（
干
手
、
ヒ
野
、
仁
田
、
高
島
方
面
）

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
八
時
十
分
、

二
↑
分
、
、
．
一
レ
分
で
す
。

▽
二
月
十
五
日

　
長
岡
、
小
千
谷
、
大
割
野
方
面
に

定
期
バ
ス
を
増
発
．
水
口
、
士
市
、

上
野
方
面
随
時
運
行
の
予
定
。

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦

　
覧
期
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　
本
年
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦

覧
は
、
四
月
一
日
～
二
十
日
ま
で
の

間
市
役
所
税
務
課
で
行
い
ま
す
。
（
時

間
は
午
前
十
時
～
午
後
四
時
ま
で
、

土
曜
日
は
正
午
ま
で
。
日
曜
、
祭
日

は
休
み
）

　
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
固
定
資
産
税

の
納
期
は
、
第
一
期
は
五
月
、
第
、
一

期
七
月
、
第
↓
、
一
期
九
月
、
第
四
期
卜

一
月
と
な
り
ま
す
。
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　昭和49年度の決算状況をおしらせします。
本年度の主な事業は、山本、学校町線送水管布設工事延長1，414

㍍及びこ杣．二伴う加圧ポンノ施設工事を実施しよ1 ノ／、『r・

　配水管布設工事にっいては、四日町第一地区1〔37（爪を布設

し、また西田川橋配水管橋添架工事を実施しました。
　道路改良1、二伴う配水管布設替工事は、昭和町及び寿町をはじ

め国道117号改良〔，より田川橋配水管橋添架工事を実施し，1、し～．

　営業収支については、極力経費節減1。努力しましたが・電

力料金等σ）値上けにょtJ費用は増大し、純利益は13，538，426

円となりよしノブし二。

昭和49年度給水業務量の状況
（昭和49年4月1日より昭和50年3月31日まで）

昭和全1響欝 麟
・羅輯湘
一略弄響二騙

昭和49年度
　　　　7，42｛）

　　　31，206

　3，014，535

　　　16，688

　　　　8，259

　　　　　　406

　区　　　分

給水戸数（戸、
給水人【．エ（人

年間使用水量（㎡1
…日最大使弔水量〔㎡』

・日平均　用水量（㎡／

・戸当年間使用水量！㎡1

lll、位円

　　　昭和49年度決算状況
昭和49年度水道事業損益計算書
（昭和49年4月1日より昭和50年3月31日まで）

収　　　　　益

科　　　目 金　　額

営業収益 131，126，365

営業外収益 1・1，834，492

合　　言十 142，960，857

　金　　額

106，402，655
　23，019，776

129，422，431
　13，538，426

142．960．857

　
　
用
剛
益

費
目
畠
計
響

科
羨
小
磐

　
　
営
営
　
当

単f立Pl

昭和49年度水道事業貸借対照表
　　　（昭和50年3月31日現在）

負債及び資本
科　　　目　　　金　　　額

固定負債1　8，578，598
流動負債 　6，016，403
資　本　金1483，341，420
剰　余　金　　56，926．122

合　　計　1554，862，543

　金　　額

528，472，145
　22，325，638

　　4．064。760

　
　
産
産
定

資
目
　
　
資
資
勘

　
　
定
動
延

　
科

　
　
固
流
繰

合計1554，862，543合計 bb4，6bZ，澱」

　昭和49年度水道事業剰余金処分計算書
　　　　　　　　（昭和50年9月26日議決）　　　　　　　　単位円

1．当年度未処分利益剰余金　　　　　　　　　17，582，325

2．利益剰余金処分額
　（1）減債積立金　　 ！0，（型02鯉gり！蔓gg2！巫g

3．翌年度繰越利益剰余金　　　　　　　　　7，582，325

　　　　昭和50年度上期損益計算書
　　　　（昭和50年4月1日から昭和50年9月30日まで）　　　単位円

負債及び資本
科　　　目 金　　額

固定負債 8，578，598

流動負債 6，542，917

資　本　金 487，354，037

剰　余　金 45，548，812

純　利　益 4，202，573

合　　計 552，226，937

11，610／面積・…211．44K㎡（1月1日現在）

収　　　　　益

科　　　目　　　金　　額

営業収益・　68，943，341
営業外収益 　7，056，338

　　　1

一合　　計　・　75，999，679

金　　額

59，588，596

12，208，51t）

71，797，106

　4，202，573

75．999．679

　　　費
科　　目

営業費用
営業外費用

小　　計
純　利　益
合　　計

単位rI

昭和50年度上期貸借対照表
　　　（昭和50年9月30日現在）

　金　　額

527，167，063
　21，450，614

　　3．609．260

552，226，937

　
　
産
産
定

資
目
　
　
資
資
勘

　
　
定
動
延

科
固
流
繰

計合

50，531人（男24，586・女25，945）／世帯数■市勢／人ロ

3盈2、
　□233号□

莇れる春を喜ぶ

　3月の3日はひな祭り一一。
ここ鐙島保育所（園児70名）では、運動場に園児たちのつくったひな人

形を飾り、パズルや手品、ゲーム遊びなどで楽しい旧を過ごしました・

　斉木日出美ちゃん、寿彦、博安君をはじめ、どの園児たちの顔も訪

れる春の喜びでいっばいでした。
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職予算雲t奢
　　みなさんが、健康で安全で幸せな
　暮らしを送っていただくため、やら
　なければならないしごとは、いっぱ
　いあります。今年度、どのように市
　の仕事をすすめていくのかを決めた　　　　続
　のが、当初予算です。

　
　
　
　
畿
争
識
総
額
4
6
億
6
千
七
百
11
万
円

叢
　
　
　
　
市
矧
　
　
、
認
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鄭
　
市
議
会
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
九
日
か
ら
開
か
れ
、
昭
和
欄
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補
五
十
一
年
度
予
算
案
を
審
議
中
で
す
が
、
今
月
は
昭
和
五
十
鯉
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鰍
一
年
度
予
算
案
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畷

　
霧
％

醗
ω

税
嗣
3

編

　
昭
和
五
十
一
年
度
の
一
般
会
計
は

四
十
六
億
六
千
七
百
十
一
万
四
千
円

と
前
年
度
当
初
予
算
に
く
ら
べ
三
・

三
崔
増
に
な
り
ま
し
た
。

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
と
し
よ
り
ま
で

市
民
一
人
当
た
り
九
万
二
千
九
百
五

十
円
。
こ
れ
か
ら
、
一
年
間
わ
た
し
た

ち
の
く
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う

生
か
さ
れ
る
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

道
路
・
教
育
・
福
祉
を

．
三
本
の
柱
に

　
本
年
度
の
重
点
施
策
は
、
前
年
に

引
き
続
き
、
道
路
交
通
の
整
備
、
教

育
文
化
の
向
上
、
福
祉
行
政
の
推
進

を
基
本
的
施
策
と
し
て
、
財
政
状
況

を
十
分
勘
案
し
な
が
ら
、
一
般
経
常

頒鍛び　　　　　帯績
　負旭金
1億23”万　ぞの他繊4督掬
　軒円　　　纏　　　万跨

　　鰍騰轟協
　　鋤湾灘欝3編　　　　　市
　　　粁網
　　　　5藩％　　　　　　14億
　　2轟　　　㍑入’

　　　　　　．紛鐘GJ董砺

　國県麹饗　　婦吟
　鱒態鎚郷霧
　　　　騨醗
　　2奪．9％　　　地雛繁轄税
　　　　　　　　傭億5，00¢灘鶏

　　　　　　　　　　職鰯

経
費
を
で
き
る
だ
け
抑
制
し
、
市
総

合
計
画
で
予
定
し
て
い
た
諸
事
業
を

あ
ら
た
め
て
再
検
討
し
、
思
い
切
っ

た
選
択
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
市
道
の
改
良
、
舗
装
、
街

路
事
業
、
林
道
整
備
等
を
積
極
的
に

進
め
る
と
同
時
に
下
水
道
事
業
管
渠

工
事
の
着
手
、
南
中
学
校
の
増
築
、

川
治
文
化
福
祉
会
館
（
仮
称
）
、
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
、
十

日
町
公
園
の
造
成
、
四
日
町
新
田
公

園
造
成
、
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
現
在

は
西
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
将
来
は
大
人

用
の
施
設
も
取
り
つ
け
市
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
し
て
利
用
を
構
想
）
な
ど
生

活
関
連
施
設
づ
く
り
を
苗
場
山
ろ
く

地
域
農
業
開
発
事
業
と
共
に
重
点
事

業
と
し
て
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場

の
造
成
に
着
手

歳
出
の
主
な
内
訳

　
別
表
の
よ
う
に
民
生
費
が
九
億
七

千
三
百
八
十
四
万
一
千
円
と
歳
出
の

ト
ッ
プ
に
た
ち
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

老
人
福
祉
と
し
て
、
老
人
の
能
力
を

い
か
し
た
生
き
が
い
を
創
造
し
、
老

人
の
孤
独
と
疎
外
を
な
く
し
よ
う
と

新
た
に
老
人
生
き
が
い
対
策
事
業
を
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行
う
ほ
か
、
身
障
対
策
費
、
老
人
医

療
費
、
生
活
保
護
費
、
児
童
措
置
費

等
で
す
。

市
道
改
良
舗
装
を
重
点

　
土
木
費
は
、
八
億
五
干
五
百
四
十

九
万
二
千
円
で
、
市
道
の
改
良
舗
装
、

都
市
計
画
道
路
等
の
街
路
事
業
を
増

額
し
た
ほ
か
、
除
雪
、
防
雪
施
設
整

備
等
雪
害
対
策
費
な
ど
が
主
な
も
の

で
す
。
特
に
、
下
水
道
事
業
管
渠
工
事

に
具
体
的
に
着
手
す
る
た
め
、
一
億

二
千
百
九
十
七
万
九
千
円
を
予
定
、

ま
た
、
踏
切
工
事
、
橋
梁
改
良
事
業

等
の
ほ
か
、
十
日
町
公
園
の
造
成
、

四
日
町
新
田
公
園
の
造
成
な
ど
市
民

の
い
こ
い
の
場
づ
く
り
を
行
う
予
定

で
す
。南

中
学
校
を
増
築

教
育
費
は
、
七
億
六
千
四
百
八
十

　
　
一

　
歳
入
の
主
な
内
訳

　
一
般
会
計
の
歳
入
面
を
み
ま
す
と
、

別
表
の
よ
う
に
歳
入
総
額
の
三
〇
・

一
題
を
し
め
る
市
税
は
、
十
四
億
四

百
十
万
円
で
前
年
に
く
ら
べ
三
μ
の

伸
び
を
し
め
し
て
い
ま
す
。
地
方
交

付
税
は
十
三
億
五
千
万
円
で
前
年
に

く
ら
べ
一
一
・
六
誕
増
加
し
歳
入
総

額
の
二
八
・
九
崔
と
な
り
ま
し
た
。

国
県
支
出
金
は
、
十
億
千
九
百
四
十

五
万
五
千
円
で
歳
入
総
額
の
二
一
・

般
経
常
経
費
を
抑
制

五
万
五
千
円
で
、
南
中
学
校
増
築
工

事
、
市
内
小
中
学
校
営
繕
修
繕
費
、

貯
油
タ
ン
グ
、
西
小
、
馬
場
小
プ
ー

ル
、
給
食
関
係
費
（
西
小
、
名
ケ
山

小
）
、
言
語
治
療
教
室
の
設
置
な
ど
の

ほ
か
、
公
民
館
機
能
を
も
た
せ
た
川

治
文
化
福
祉
会
館
の
建
設
、
信
濃
川

河
川
敷
を
利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
．
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
広
場
造
成
工
事
に

着
手
し
、
市
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
西

小
）
の
造
成
や
郷
土
資
料
館
の
設
計

委
託
な
ど
が
主
な
事
業
で
↑
。
総
務

費
関
係
で
は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
報

酬
、
行
政
無
線
機
設
置
、
交
通
安
全

対
策
費
、
冬
期
集
落
保
安
要
員
対
策

費
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
衛
生
費
関
係
で
は
、
十
日
町
市
．

川
西
町
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
、
へ

き
地
医
療
対
策
費
、
公
害
対
策
費
、

妊
産
婦
・
乳
児
医
療
費
助
成
、
防
疫

薬
剤
購
入
費
補
助
な
ど
で
す
。

林
道
を
整
備

農
林
水
産
業
費
は
、
苗
場
山
ろ
く

九
煙
を
し
め
、
そ
の
他
市
債
三
億
四

千
七
百
十
万
円
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
面
で
は
、
目
い
っ
ぱ
い
の
計

上
を
行
い
、
一
般
経
常
経
費
を
極
力

抑
制
し
、
建
設
的
投
資
、
教
育
、
民

生
費
関
係
に
ふ
り
む
け
ま
し
た
。

　
特
に
、
事
業
執
行
に
は
、
経
費
の

少
額
化
と
効
果
発
揚
の
二
面
に
つ
い

て
創
意
工
夫
を
加
え
力
い
っ
ぱ
い
財

政
の
体
質
改
善
を
お
し
進
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

開
発
推
進
事
業
と
し
て
、
千
百
四
十

六
万
五
千
円
。
そ
の
ほ
か
、
農
業
振

興
関
係
補
助
金
、
土
地
改
良
事
業
及

び
圃
場
整
備
事
業
補
助
金
、
国
土
調

査
費
、
林
業
振
興
の
た
め
の
林
道
開

設
費
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に

　
商
工
費
閑
係
で
は
、
商
工
業
者
へ

の
融
資
の
道
を
開
く
た
め
、
産
業
育

成
資
金
・
中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付

金
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
預
託
金
な

ど
一
億
四
千
六
百
万
円
を
計
上
。
こ

の
ほ
か
、
雪
ま
つ
り
委
託
料
、
魚
沼

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
負
担
金
、
商
工
関
係

負
担
金
及
び
補
助
金
等
が
主
な
も
の

で
す
。
労
働
費
関
係
で
は
、
勤
労
者

の
住
宅
資
金
と
し
て
、
労
働
金
庫
預

託
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
消
防
費
関
係
で
は
、
広
域
事
務
組

合
負
担
金
と
し
て
一
億
七
千
二
百
三

十
万
二
千
円
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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ひ
ろ
げ
よ
う
善
意
の
心

　
　
　
　
　
　
社
協
で
善
意
銀
行
を
開
設

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
昭
和

五
十
一
年
一
月
か
ら
善
意
銀
行
を
開

設
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
の
目
的
は
、
青
少
年
、

婦
人
、
老
人
な
ど
地
域
住
民
の
善
意

を
高
揚
し
、
善
意
の
愛
の
手
で
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

善
意
の
預
託
と
払

出
し

　
社
会
の
た
め
働
き
た
い
、
奉
仕
し

た
い
と
思
う
気
持
（
善
意
）
を
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

ま
ま
、
善
意
の
奉
仕
を
し
よ
う
と
い

う
気
持
が
埋
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
善
意
銀
行
は
、
こ
ん
な
善
意

を
日
常
預
っ
て
お
い
て
、
必
要
な
時

に
必
要
な
と
こ
ろ
へ
払
出
し
を
し
ょ

う
と
い
う
ね
ら
い
で
は
じ
め
た
事
業

で
す
。
善
意
銀
行
は
、
善
意
い
わ
ゆ

る
奉
仕
を
す
る
者
と
受
け
る
者
を
取

扱
う
場
所
を
意
味
し
て
お
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
あ
ま
っ
て
い
る
労
力
、

技
術
、
金
品
を
善
意
銀
行
に
預
託
し

で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
の
方
か
ら

払
出
し
（
利
用
）
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

善
意
銀
行
に
奉
仕

の
預
託
を

こ
の
善
意
銀
行
は
、
民
間
篤
志
奉

仕
者
の
自
発
的
任
意
の
奉
仕
活
動
を

育
て
、
助
長
す
る
こ
と
が
大
き
な
仕

事
で
す
。
あ
く
ま
で
も
、
協
力
者
で

あ
る
奉
仕
者
の
ご
意
志
を
尊
重
し
、

金
品
の
割
当
や
勧
誘
を
強
制
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
報
酬
や
代
償

も
も
ら
わ
ず
自
発
的
に
奉
仕
し
よ
う

と
い
う
尊
い
行
為
で
す
。
ど
ん
な
小

さ
な
さ
さ
や
か
な
奉
仕
で
も
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
善
意
銀
行
は
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
奉
仕
を
受
け
つ
け
（
預
託
）
、

奉
仕
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
思
う
人

や
団
体
（
施
設
）
に
必
要
に
応
じ
て

払
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
善
意
銀
行
は
、
市
役
所
社
会
福
祉

協
議
会
事
務
局
（
市
社
会
福
祉
事
務

所
内
）
に
あ
り
ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の

奉
仕
を
し
よ
う
と
思
う
方
は
、
お
申

し
出
く
だ
さ
い
（
魯
七
i
三
二
一

番
、
内
線
二
一
二
）
。
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占用許可を内示

（仮称）スポーツ・レクリエーション広場

　
昨
秋
以
来
、
十
日
町
市
は
、
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
設

置
の
た
め
、
建
設
省
に
対
し
、
河
川

区
域
内
信
濃
川
左
岸
十
日
町
橋
下
流

の
占
用
許
可
を
申
請
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
許
可
す
る
旨
の
内
示

が
あ
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
広
場
は
、
市
内
に
お

け
る
公
営
の
体
育
施
設
が
少
な
く
、

市
街
地
で
の
用
地
取
得
が
難
し
い
た

め
信
濃
川
河
川
敷
利
用
の
構
想
が
進

め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
各
方
面
か

ら
強
い
要
望
と
期
待
が
よ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
計
画
で
は
、
信
濃
川
左
岸

十
日
町
橋
下
流
の
河
川
敷
十
万
五
毛

三
百
八
十
一
平
方
層
を
整
地
し
て
、

野
球
場
二
面
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
六
面
、

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
一
面
、
周
囲
に
緑

を
配
し
、
公
園
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と

し
、
ま
た
、
市
民
の
健
全
な
憩
い
の

場
と
し
て
も
利
用
し
て
い
く
も
の
で

す
。
事
業
実
施
に
つ
い
て
は
、
昭
和

五
十
一
年
度
に
お
い
て
、
ま
ず
、
野

球
場
二
面
を
整
備
し
、
五
十
二
年
度

で
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
六
面
と
サ
ッ
カ
ー

コ
ー
ト
一
面
を
造
成
し
事
業
を
完
了

さ
せ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
河
川
敷
地
は
、
官
有
地
の

ほ
か
、
民
有
地
が
あ
る
た
め
、
民
有

地
の
借
地
契
約
を
事
業
着
手
年
度
に

締
結
し
、
完
成
後
の
施
設
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
の
所
管
と
し
て
運
営
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
■
技
能
奉
仕
の
受
付
（
預
託
）

　
音
楽
、
民
踊
、
手
品
、
理
容
美
容
、

医
療
等
の
技
術
、
技
能
な
ど
。

’
■
勤
労
奉
仕
の
受
付
（
預
託
）

　
神
社
、
公
園
の
清
掃
等
の
奉
仕
。

　
■
金
品
奉
仕
の
受
付

　
香
典
返
し
や
バ
ザ
ー
等
の
益
金
、

物
品
（
お
し
め
、
学
用
品
等
）
の
預

託
。

　
■
特
別
奉
仕

　
開
店
記
念
、
温
泉
、
バ
ス
な
ど
の

提
供
奉
仕
等
。

　
運
営
委
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り

　
善
意
銀
行
の
運
営
方
法
は
運
営
委

員
会
で
決
定
し
ま
す
。
奉
仕
関
係
者

代
表
…
藤
田
つ
ね
子
、
根
津
健
二
、

受
入
側
代
表
…
井
口
吉
清
、
学
識
経

験
者
…
樋
口
貫
一
、
田
村
哲
彦
、
森

本
ス
ミ
エ
、
社
協
関
係
者
…
徳
永
泰

三
、
上
村
順
平
、
市
側
…
根
津
清
治
。

林
道
の
開
設
計
画
は

　
　
　
　
　
　
　
　
市
役
所
農
林
課
へ

　
市
内
の
森
林
面
積
は
、
約
一
万
二

千
錫
で
全
面
積
の
約
五
七
μ
を
し
め

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
既
設
林
道

は
、
総
延
長
三
万
二
千
百
五
十
二
層

で
木
材
の
搬
出
や
造
林
等
の
森
林
開

発
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
森
林

面
積
に
く
ら
べ
林
道
整
備
が
遅
れ
て

い
る
の
が
実
態
で
す
。

　
昭
和
五
十
一
年
度
は
、
魚
沼
地
区

の
林
道
網
整
備
十
ヵ
年
計
画
の
策
定

林道事業の補助制度
林道種類 採択基準

事業費負担区分
備考

国県 市費 受益者

普通林道
利用区域50㌶

以上

　％

75

　％

15

　％

10 市費につ

いては財

政事情等

により多

少変更が

あります

県単林道
利用区域30㌶

以上
50

以内

40 10

市単林道
利用区域内に

3㌶以L共同
で造林する

一

以内

40 60

年
度
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
林
道
の
開
設
を
計
画
さ
れ
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
部
落
内
及
び

関
係
部
落
間
で
協
議
の
上
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
特
に
国
県
の
補
助

を
受
け
る
林
道
事
業
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
十
ヵ
年
計
画
に
登
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
前
提
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
計
画
に
登
載

さ
れ
な
い
と
今
後
の
事
業
実
施
は
困

難
と
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

こ
の
機
会
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
と
き
　
昭
和
五
十
一
年
四
月
三
十

日
ま
で
。

　
と
こ
ろ
　
市
役
所
農
林
課
林
務
係

　
そ
の
他
　
普
通
林
道
と
県
単
林
道

は
、
受
益
者
か
ら
分
担
金
を
い
た
だ

き
、
市
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
施
行

し
ま
す
。
　
（
申
込
用
紙
は
農
林
課
に

あ
り
ま
す
）

　
■
林
道
事
業
の
補
助
制
度

　
林
道
事
業
の
補
助
制
度
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。

　
■
融
資
制
度

　
林
道
事
業
の
受
益
者
の
負
担
金
に

は
、
農
林
漁
業
金
融
公
庫
の
三
年
据

置
二
十
年
償
還
等
の
融
資
制
度
が
あ

り
ま
す
。

桐
の
栽
培
と
流
通
に
つ

い
て
の
講
演
会
を
開
催

　
十
日
町
地
区
林
業
改
良
協
会
は
十

日
町
市
と
共
催
で
桐
の
栽
培
と
流
通

に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
林
業
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
料
は
無

料
で
す
。
希
望
者
は
多
数
お
い
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
は
、
桐
加
工

品
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

　
と
き
　
昭
和
五
十
一
年
三
月
十
九

　
日
午
後
一
時
か
ら

　
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館
（
市

　
民
会
館
）

　
講
師
　
　
「
桐
の
栽
培
方
法
」
…
小

　
野
塚
達
太
郎
氏
（
県
林
業
専
門
技

　
術
員
）
　
「
桐
の
流
通
」
…
渡
辺
四

　
郎
次
（
県
桐
材
業
組
合
連
合
会
長
）

　
川
口
徹
治
（
全
国
家
具
連
合
会
理

　
事
）

　
県
立
新
潟
高
校
通
信
制

　
生
徒
募
集

　
新
潟
高
校
通
信
制
（
通
信
教
育
）

で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
昭
和
五
十
一

年
度
新
入
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
入
学
資
格
　
中
学
校
卒
業
と
同
等

以
上
の
学
歴
の
者
（
年
齢
は
問
い
ま

せ
ん
）
　
願
書
受
付
期
間
　
二
月
二

十
日
～
四
月
十
日
　
選
抜
方
法
　
書

類
選
考
の
み
　
願
書
請
求
　
返
信
用

封
筒
に
、
あ
て
名
を
明
記
し
て
切
手

七
十
円
を
添
え
て
県
立
新
潟
高
校
通

信
制
（
〒
九
五
一
新
潟
市
関
屋
下
川

原
町
二
）
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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職予算雲t奢
　　みなさんが、健康で安全で幸せな
　暮らしを送っていただくため、やら
　なければならないしごとは、いっぱ
　いあります。今年度、どのように市
　の仕事をすすめていくのかを決めた　　　　続
　のが、当初予算です。

　
　
　
　
畿
争
識
総
額
4
6
億
6
千
七
百
11
万
円

叢
　
　
　
　
市
矧
　
　
、
認
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鄭
　
市
議
会
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
九
日
か
ら
開
か
れ
、
昭
和
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
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ロ
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ノ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
五
十
一
年
度
予
算
案
を
審
議
中
で
す
が
、
今
月
は
昭
和
五
十
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
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ロ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍
一
年
度
予
算
案
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畷

　
霧
％

醗
ω

税
嗣
3

編

　
昭
和
五
十
一
年
度
の
一
般
会
計
は

四
十
六
億
六
千
七
百
十
一
万
四
千
円

と
前
年
度
当
初
予
算
に
く
ら
べ
三
・

三
崔
増
に
な
り
ま
し
た
。

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
と
し
よ
り
ま
で

市
民
一
人
当
た
り
九
万
二
千
九
百
五

十
円
。
こ
れ
か
ら
、
一
年
間
わ
た
し
た

ち
の
く
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う

生
か
さ
れ
る
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

道
路
・
教
育
・
福
祉
を

．
三
本
の
柱
に

　
本
年
度
の
重
点
施
策
は
、
前
年
に

引
き
続
き
、
道
路
交
通
の
整
備
、
教

育
文
化
の
向
上
、
福
祉
行
政
の
推
進

を
基
本
的
施
策
と
し
て
、
財
政
状
況

を
十
分
勘
案
し
な
が
ら
、
一
般
経
常

頒鍛び　　　　　帯績
　負旭金
1億23”万　ぞの他繊4督掬
　軒円　　　纏　　　万跨

　　鰍騰轟協
　　鋤湾灘欝3編　　　　　市
　　　粁網
　　　　5藩％　　　　　　14億
　　2轟　　　㍑入’

　　　　　　．紛鐘GJ董砺

　國県麹饗　　婦吟
　鱒態鎚郷霧
　　　　騨醗
　　2奪．9％　　　地雛繁轄税
　　　　　　　　傭億5，00¢灘鶏

　　　　　　　　　　職鰯

経
費
を
で
き
る
だ
け
抑
制
し
、
市
総

合
計
画
で
予
定
し
て
い
た
諸
事
業
を

あ
ら
た
め
て
再
検
討
し
、
思
い
切
っ

た
選
択
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
市
道
の
改
良
、
舗
装
、
街

路
事
業
、
林
道
整
備
等
を
積
極
的
に

進
め
る
と
同
時
に
下
水
道
事
業
管
渠

工
事
の
着
手
、
南
中
学
校
の
増
築
、

川
治
文
化
福
祉
会
館
（
仮
称
）
、
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
、
十

日
町
公
園
の
造
成
、
四
日
町
新
田
公

園
造
成
、
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
現
在

は
西
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
将
来
は
大
人

用
の
施
設
も
取
り
つ
け
市
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
し
て
利
用
を
構
想
）
な
ど
生

活
関
連
施
設
づ
く
り
を
苗
場
山
ろ
く

地
域
農
業
開
発
事
業
と
共
に
重
点
事

業
と
し
て
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場

の
造
成
に
着
手

歳
出
の
主
な
内
訳

　
別
表
の
よ
う
に
民
生
費
が
九
億
七

千
三
百
八
十
四
万
一
千
円
と
歳
出
の

ト
ッ
プ
に
た
ち
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

老
人
福
祉
と
し
て
、
老
人
の
能
力
を

い
か
し
た
生
き
が
い
を
創
造
し
、
老

人
の
孤
独
と
疎
外
を
な
く
し
よ
う
と

新
た
に
老
人
生
き
が
い
対
策
事
業
を

　　　　　　　噸臆　　　　　獅膿　　暫鎌
　　　　　　徽チ　翁輝
　　　嵩曇鷺　蟹翻着　鱒

　　　　騰・羅鶴雛嚢．

．麟難．灘

灘臨響麟擁灘、、、・騨，欝

　雛舞％　　総霧饗…『教灘獲鐸1

　　　鰻鞭欝灘麟
　　　　麟難、、簸騰欝・欝

行
う
ほ
か
、
身
障
対
策
費
、
老
人
医

療
費
、
生
活
保
護
費
、
児
童
措
置
費

等
で
す
。

市
道
改
良
舗
装
を
重
点

　
土
木
費
は
、
八
億
五
干
五
百
四
十

九
万
二
千
円
で
、
市
道
の
改
良
舗
装
、

都
市
計
画
道
路
等
の
街
路
事
業
を
増

額
し
た
ほ
か
、
除
雪
、
防
雪
施
設
整

備
等
雪
害
対
策
費
な
ど
が
主
な
も
の

で
す
。
特
に
、
下
水
道
事
業
管
渠
工
事

に
具
体
的
に
着
手
す
る
た
め
、
一
億

二
千
百
九
十
七
万
九
千
円
を
予
定
、

ま
た
、
踏
切
工
事
、
橋
梁
改
良
事
業

等
の
ほ
か
、
十
日
町
公
園
の
造
成
、

四
日
町
新
田
公
園
の
造
成
な
ど
市
民

の
い
こ
い
の
場
づ
く
り
を
行
う
予
定

で
す
。南

中
学
校
を
増
築

教
育
費
は
、
七
億
六
千
四
百
八
十

　
　
一

　
歳
入
の
主
な
内
訳

　
一
般
会
計
の
歳
入
面
を
み
ま
す
と
、

別
表
の
よ
う
に
歳
入
総
額
の
三
〇
・

一
題
を
し
め
る
市
税
は
、
十
四
億
四

百
十
万
円
で
前
年
に
く
ら
べ
三
μ
の

伸
び
を
し
め
し
て
い
ま
す
。
地
方
交

付
税
は
十
三
億
五
千
万
円
で
前
年
に

く
ら
べ
一
一
・
六
誕
増
加
し
歳
入
総

額
の
二
八
・
九
崔
と
な
り
ま
し
た
。

国
県
支
出
金
は
、
十
億
千
九
百
四
十

五
万
五
千
円
で
歳
入
総
額
の
二
一
・

般
経
常
経
費
を
抑
制

五
万
五
千
円
で
、
南
中
学
校
増
築
工

事
、
市
内
小
中
学
校
営
繕
修
繕
費
、

貯
油
タ
ン
グ
、
西
小
、
馬
場
小
プ
ー

ル
、
給
食
関
係
費
（
西
小
、
名
ケ
山

小
）
、
言
語
治
療
教
室
の
設
置
な
ど
の

ほ
か
、
公
民
館
機
能
を
も
た
せ
た
川

治
文
化
福
祉
会
館
の
建
設
、
信
濃
川

河
川
敷
を
利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
．
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
広
場
造
成
工
事
に

着
手
し
、
市
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
西

小
）
の
造
成
や
郷
土
資
料
館
の
設
計

委
託
な
ど
が
主
な
事
業
で
↑
。
総
務

費
関
係
で
は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
報

酬
、
行
政
無
線
機
設
置
、
交
通
安
全

対
策
費
、
冬
期
集
落
保
安
要
員
対
策

費
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
衛
生
費
関
係
で
は
、
十
日
町
市
．

川
西
町
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
、
へ

き
地
医
療
対
策
費
、
公
害
対
策
費
、

妊
産
婦
・
乳
児
医
療
費
助
成
、
防
疫

薬
剤
購
入
費
補
助
な
ど
で
す
。

林
道
を
整
備

農
林
水
産
業
費
は
、
苗
場
山
ろ
く

九
煙
を
し
め
、
そ
の
他
市
債
三
億
四

千
七
百
十
万
円
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
面
で
は
、
目
い
っ
ぱ
い
の
計

上
を
行
い
、
一
般
経
常
経
費
を
極
力

抑
制
し
、
建
設
的
投
資
、
教
育
、
民

生
費
関
係
に
ふ
り
む
け
ま
し
た
。

　
特
に
、
事
業
執
行
に
は
、
経
費
の

少
額
化
と
効
果
発
揚
の
二
面
に
つ
い

て
創
意
工
夫
を
加
え
力
い
っ
ぱ
い
財

政
の
体
質
改
善
を
お
し
進
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

開
発
推
進
事
業
と
し
て
、
千
百
四
十

六
万
五
千
円
。
そ
の
ほ
か
、
農
業
振

興
関
係
補
助
金
、
土
地
改
良
事
業
及

び
圃
場
整
備
事
業
補
助
金
、
国
土
調

査
費
、
林
業
振
興
の
た
め
の
林
道
開

設
費
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に

　
商
工
費
閑
係
で
は
、
商
工
業
者
へ

の
融
資
の
道
を
開
く
た
め
、
産
業
育

成
資
金
・
中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付

金
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
預
託
金
な

ど
一
億
四
千
六
百
万
円
を
計
上
。
こ

の
ほ
か
、
雪
ま
つ
り
委
託
料
、
魚
沼

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
負
担
金
、
商
工
関
係

負
担
金
及
び
補
助
金
等
が
主
な
も
の

で
す
。
労
働
費
関
係
で
は
、
勤
労
者

の
住
宅
資
金
と
し
て
、
労
働
金
庫
預

託
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
消
防
費
関
係
で
は
、
広
域
事
務
組

合
負
担
金
と
し
て
一
億
七
千
二
百
三

十
万
二
千
円
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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ひ
ろ
げ
よ
う
善
意
の
心

　
　
　
　
　
　
社
協
で
善
意
銀
行
を
開
設

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
昭
和

五
十
一
年
一
月
か
ら
善
意
銀
行
を
開

設
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
の
目
的
は
、
青
少
年
、

婦
人
、
老
人
な
ど
地
域
住
民
の
善
意

を
高
揚
し
、
善
意
の
愛
の
手
で
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

善
意
の
預
託
と
払

出
し

　
社
会
の
た
め
働
き
た
い
、
奉
仕
し

た
い
と
思
う
気
持
（
善
意
）
を
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

ま
ま
、
善
意
の
奉
仕
を
し
よ
う
と
い

う
気
持
が
埋
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
善
意
銀
行
は
、
こ
ん
な
善
意

を
日
常
預
っ
て
お
い
て
、
必
要
な
時

に
必
要
な
と
こ
ろ
へ
払
出
し
を
し
ょ

う
と
い
う
ね
ら
い
で
は
じ
め
た
事
業

で
す
。
善
意
銀
行
は
、
善
意
い
わ
ゆ

る
奉
仕
を
す
る
者
と
受
け
る
者
を
取

扱
う
場
所
を
意
味
し
て
お
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
あ
ま
っ
て
い
る
労
力
、

技
術
、
金
品
を
善
意
銀
行
に
預
託
し

で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
の
方
か
ら

払
出
し
（
利
用
）
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

善
意
銀
行
に
奉
仕

の
預
託
を

こ
の
善
意
銀
行
は
、
民
間
篤
志
奉

仕
者
の
自
発
的
任
意
の
奉
仕
活
動
を

育
て
、
助
長
す
る
こ
と
が
大
き
な
仕

事
で
す
。
あ
く
ま
で
も
、
協
力
者
で

あ
る
奉
仕
者
の
ご
意
志
を
尊
重
し
、

金
品
の
割
当
や
勧
誘
を
強
制
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
報
酬
や
代
償

も
も
ら
わ
ず
自
発
的
に
奉
仕
し
よ
う

と
い
う
尊
い
行
為
で
す
。
ど
ん
な
小

さ
な
さ
さ
や
か
な
奉
仕
で
も
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
善
意
銀
行
は
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
奉
仕
を
受
け
つ
け
（
預
託
）
、

奉
仕
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
思
う
人

や
団
体
（
施
設
）
に
必
要
に
応
じ
て

払
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
善
意
銀
行
は
、
市
役
所
社
会
福
祉

協
議
会
事
務
局
（
市
社
会
福
祉
事
務

所
内
）
に
あ
り
ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の

奉
仕
を
し
よ
う
と
思
う
方
は
、
お
申

し
出
く
だ
さ
い
（
魯
七
i
三
二
一

番
、
内
線
二
一
二
）
。
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占用許可を内示

（仮称）スポーツ・レクリエーション広場

　
昨
秋
以
来
、
十
日
町
市
は
、
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
設

置
の
た
め
、
建
設
省
に
対
し
、
河
川

区
域
内
信
濃
川
左
岸
十
日
町
橋
下
流

の
占
用
許
可
を
申
請
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
許
可
す
る
旨
の
内
示

が
あ
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
広
場
は
、
市
内
に
お

け
る
公
営
の
体
育
施
設
が
少
な
く
、

市
街
地
で
の
用
地
取
得
が
難
し
い
た

め
信
濃
川
河
川
敷
利
用
の
構
想
が
進

め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
各
方
面
か

ら
強
い
要
望
と
期
待
が
よ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
計
画
で
は
、
信
濃
川
左
岸

十
日
町
橋
下
流
の
河
川
敷
十
万
五
毛

三
百
八
十
一
平
方
層
を
整
地
し
て
、

野
球
場
二
面
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
六
面
、

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
一
面
、
周
囲
に
緑

を
配
し
、
公
園
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と

し
、
ま
た
、
市
民
の
健
全
な
憩
い
の

場
と
し
て
も
利
用
し
て
い
く
も
の
で

す
。
事
業
実
施
に
つ
い
て
は
、
昭
和

五
十
一
年
度
に
お
い
て
、
ま
ず
、
野

球
場
二
面
を
整
備
し
、
五
十
二
年
度

で
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
六
面
と
サ
ッ
カ
ー

コ
ー
ト
一
面
を
造
成
し
事
業
を
完
了

さ
せ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
河
川
敷
地
は
、
官
有
地
の

ほ
か
、
民
有
地
が
あ
る
た
め
、
民
有

地
の
借
地
契
約
を
事
業
着
手
年
度
に

締
結
し
、
完
成
後
の
施
設
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
の
所
管
と
し
て
運
営
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
■
技
能
奉
仕
の
受
付
（
預
託
）

　
音
楽
、
民
踊
、
手
品
、
理
容
美
容
、

医
療
等
の
技
術
、
技
能
な
ど
。

’
■
勤
労
奉
仕
の
受
付
（
預
託
）

　
神
社
、
公
園
の
清
掃
等
の
奉
仕
。

　
■
金
品
奉
仕
の
受
付

　
香
典
返
し
や
バ
ザ
ー
等
の
益
金
、

物
品
（
お
し
め
、
学
用
品
等
）
の
預

託
。

　
■
特
別
奉
仕

　
開
店
記
念
、
温
泉
、
バ
ス
な
ど
の

提
供
奉
仕
等
。

　
運
営
委
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り

　
善
意
銀
行
の
運
営
方
法
は
運
営
委

員
会
で
決
定
し
ま
す
。
奉
仕
関
係
者

代
表
…
藤
田
つ
ね
子
、
根
津
健
二
、

受
入
側
代
表
…
井
口
吉
清
、
学
識
経

験
者
…
樋
口
貫
一
、
田
村
哲
彦
、
森

本
ス
ミ
エ
、
社
協
関
係
者
…
徳
永
泰

三
、
上
村
順
平
、
市
側
…
根
津
清
治
。

林
道
の
開
設
計
画
は

　
　
　
　
　
　
　
　
市
役
所
農
林
課
へ

　
市
内
の
森
林
面
積
は
、
約
一
万
二

千
錫
で
全
面
積
の
約
五
七
μ
を
し
め

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
既
設
林
道

は
、
総
延
長
三
万
二
千
百
五
十
二
層

で
木
材
の
搬
出
や
造
林
等
の
森
林
開

発
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
森
林

面
積
に
く
ら
べ
林
道
整
備
が
遅
れ
て

い
る
の
が
実
態
で
す
。

　
昭
和
五
十
一
年
度
は
、
魚
沼
地
区

の
林
道
網
整
備
十
ヵ
年
計
画
の
策
定

林道事業の補助制度
林道種類 採択基準

事業費負担区分
備考

国県 市費 受益者

普通林道
利用区域50㌶

以上

　％

75

　％

15

　％

10 市費につ

いては財

政事情等

により多

少変更が

あります

県単林道
利用区域30㌶

以上
50

以内

40 10

市単林道
利用区域内に

3㌶以L共同
で造林する

一

以内

40 60

年
度
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
林
道
の
開
設
を
計
画
さ
れ
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
部
落
内
及
び

関
係
部
落
間
で
協
議
の
上
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
特
に
国
県
の
補
助

を
受
け
る
林
道
事
業
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
十
ヵ
年
計
画
に
登
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
前
提
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
計
画
に
登
載

さ
れ
な
い
と
今
後
の
事
業
実
施
は
困

難
と
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

こ
の
機
会
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
と
き
　
昭
和
五
十
一
年
四
月
三
十

日
ま
で
。

　
と
こ
ろ
　
市
役
所
農
林
課
林
務
係

　
そ
の
他
　
普
通
林
道
と
県
単
林
道

は
、
受
益
者
か
ら
分
担
金
を
い
た
だ

き
、
市
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
施
行

し
ま
す
。
　
（
申
込
用
紙
は
農
林
課
に

あ
り
ま
す
）

　
■
林
道
事
業
の
補
助
制
度

　
林
道
事
業
の
補
助
制
度
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。

　
■
融
資
制
度

　
林
道
事
業
の
受
益
者
の
負
担
金
に

は
、
農
林
漁
業
金
融
公
庫
の
三
年
据

置
二
十
年
償
還
等
の
融
資
制
度
が
あ

り
ま
す
。

桐
の
栽
培
と
流
通
に
つ

い
て
の
講
演
会
を
開
催

　
十
日
町
地
区
林
業
改
良
協
会
は
十

日
町
市
と
共
催
で
桐
の
栽
培
と
流
通

に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
林
業
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
料
は
無

料
で
す
。
希
望
者
は
多
数
お
い
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
は
、
桐
加
工

品
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

　
と
き
　
昭
和
五
十
一
年
三
月
十
九

　
日
午
後
一
時
か
ら

　
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館
（
市

　
民
会
館
）

　
講
師
　
　
「
桐
の
栽
培
方
法
」
…
小

　
野
塚
達
太
郎
氏
（
県
林
業
専
門
技

　
術
員
）
　
「
桐
の
流
通
」
…
渡
辺
四

　
郎
次
（
県
桐
材
業
組
合
連
合
会
長
）

　
川
口
徹
治
（
全
国
家
具
連
合
会
理

　
事
）

　
県
立
新
潟
高
校
通
信
制

　
生
徒
募
集

　
新
潟
高
校
通
信
制
（
通
信
教
育
）

で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
昭
和
五
十
一

年
度
新
入
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
入
学
資
格
　
中
学
校
卒
業
と
同
等

以
上
の
学
歴
の
者
（
年
齢
は
問
い
ま

せ
ん
）
　
願
書
受
付
期
間
　
二
月
二

十
日
～
四
月
十
日
　
選
抜
方
法
　
書

類
選
考
の
み
　
願
書
請
求
　
返
信
用

封
筒
に
、
あ
て
名
を
明
記
し
て
切
手

七
十
円
を
添
え
て
県
立
新
潟
高
校
通

信
制
（
〒
九
五
一
新
潟
市
関
屋
下
川

原
町
二
）
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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四
月
一
日
よ
り

市
民
体
育
館
等
の
使
用
料
金
を
改
定

市民体育館使用料
　
市
は
、
十
二
月
市
議
会
で
各
種
使
用
条
例
の
一
部
改
正
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
五
十
偏
月
四
月
一
日
か
ら
つ
ぎ

の
と
お
り
市
民
体
育
館
等
の
使
用
料
金
を
改
定
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
市
条
例
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
使
用
料
を
減
免
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種
　
類

使
　
　
　
用
　
　
　
料

　
午
　
　
　
前

午
前
八
時
三
〇
分

か
ら
正
午
ま
で

　
午
　
　
　
後

午
後
一
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

　
夜
　
　
　
間

午
後
六
時
か
ら

午
後
十
時
ま
で

競
　
技
　
場

一
〇
、
○
O
O
円

一
五
、
○
○
○
円

一
九
、
○
○
○
円

小
　
　
　
室

八
○
○
円

八
○
○
円

一
、
○
○
○
円

男
子
更
衣
室

五
〇
〇
円

五
〇
〇
円

五
〇
〇
円

女
子
更
衣
室

五
〇
〇
円

五
〇
〇
円

五
〇
〇
円

備
考
・
営
利
又
は
営
業
上
の
目
的
で
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
は
三
倍
と
す
る
。

　
　
・
営
利
を
目
的
と
し
な
い
が
入
場
料
を
徴
収
し
、
又
は
有
償
の
会
員
券
等
を
発

　
　
行
し
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
は
二
倍
と
す
る
。

　
　
・
男
子
更
衣
室
及
び
女
子
更
衣
室
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
会
議
、
講
習
会
等
更

　
　
衣
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
場
合
に
徴
収
す
る
。

市
民
体
育
館
設
備
備
品
使
用
料

　
使
用
料
区
分

種
　
類

単
位

使
用
　
料

折
タ
タ
ミ
椅
子

一
脚

三
〇
円

長
　
　
　
　
机

一
脚

五
〇
円

石
油
ス
ト
ー
ブ

一
台

七
〇
〇
円

放
送
設
備

（
マ
イ
ク
．
．
本
ま
で
V

一
式

一
、
○
○
○
円

マ
　
　
イ
　
　
ク

　
（
．
本
増
す
ご
と
に
）

一
本

五
〇
〇
円

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

一
基

一
、
O
O
O
円

市
民
プ
ー
ル
使
用
料

大
　
　
人

一
回

一
〇
〇
円

高
校
生

一
回

七
〇
円

小
中
学
生

一
回

五
〇
円

幼
　
　
児

一
回

三
〇
円

屋外体育施設使用料市民会館・市公民館使用料

施
設
名

区
　
　
　
分

使
　
用
　
料

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

一
チ
ー
ム
五
〇
〇
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

〃

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

〃

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

〃

日
没
か
ら
午
後
↓
○
時
ま
で

〃

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

夜
間
照
明
施
設

三
〇
分
（
三
〇
分
に
満
た
な
い
場
合
は

三
〇
分
と
す
る
）
に
っ
き

内
野

九
〇
〇
円

外
野

六
〇
〇
円

太
田
島
野
球
場

日
の
出
か
ら
正
午
ま
で

一
チ
ー
ム
三
〇
〇
円

午
後
一
時
か
ら
日
没
ま
で

〃

　
使
用
区
分
（
単
位

　
　
使
用
時
間
）

施
設
名

午
　
　
前

使
用
　
料

午
　
　
後

使
用
料

夜
　
　
　
間

使
　
用
　
料

ホ
　
　
ー
　
　
ル

七
、
○
○
○
円

九
、
○
○
○
円

一
一
、
○
○
○
円

ホ
ワ
イ
エ
の
み
の
場
合

四
、
O
O
O
円

五
、
O
O
O
円

六
、
○
○
○
円

第
一
集
会
室

講
　
　
　
　
堂

第
一
実
習
室

一
、
一
〇
〇
円

て
六
〇
〇
円

二
、
二
〇
〇
円

第
二
実
習
室

第
二
集
会
室

第
三
集
会
室

第
四
集
会
室

第
一
学
習
室

八
O
O
円

一
、
一
〇
〇
円

一
、
五
〇
〇
円

第
二
学
習
室

第
三
学
習
室

第
四
学
習
室

暗
　
　
　
　
室

六
〇
〇
円

六
〇
〇
円

六
〇
〇
円

備
考

物
品
の
販
売
行
為
を
と
も
な
う
ホ
ワ
イ
エ
の
使
用
料
は
こ
の
表
に
規
定
す
る

使
用
料
の
十
割
相
当
額
を
加
え
た
額
で
す
。

設備使用料

設
備
名

単
位

使
用
料

音
　
響
　
器
　
具

一
式

二
、
○
○
○
円

照
ら
明
　
器
　
具

一
式

四
、
○
○
○
円

十
六
ミ
リ
発
声

映
　
　
写
　
　
機

一
台

一
、
五
〇
〇
円

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

一
台

二
、
五
〇
〇
円

地区公民館使用料

　
区
　
　
分

地
区
公
民
館

施
設
名

使
　
　
用
　
　
料

　
午
　
　
前

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

　
午
　
　
後

午
後
一
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

　
夜
　
　
間

午
後
六
時
か
ら

午
後
十
時
ま
で

地
区
公
民
館

（
中
条
地
区
公
民
館

を
除
く
）

大
井
田
分
館

新
座
分
館

集
会
室

実
習
室

三
五
〇
円

四
五
〇
円

五
五
〇
円

注
・
中
条
地
区
公
民
館
は
5
1
年
1
月
か
ら
使
用
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

設備
使用料

設
　
　
備
　
名

単
位

使
　
用
　
料

十
六
ミ
リ
発
声
映
写
機

一
台

一
回
に
つ
き
七
〇
〇
円

傭
考
「
一
回
」
と
は
午
前
、
午
後
、
又
は
夜
間
の
各
使
用
区
分
を
い
う
。

公
立
学
校
使
用
料

　
　
使
用
区
分

学
校
名

屋
内
運
動
場

普
通
、
特
別
教
室

屋
外
運
動
場

昼

夜

昼

夜

昼

夜

十
日
町
小
学
校

六
〇
〇

八
O
O

三
〇
〇

六
〇
〇

七
〇
〇

九
〇
〇

大
池
小
学
校

二
〇
〇

三
〇
〇

二
〇
〇

四
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

中
条
小
学
校

六
〇
〇

一
、
九
〇
〇

三
〇
〇

八
○
○

四
〇
〇

六
〇
〇

東
　
小
　
学
　
校

八
○
○

二
、
六
〇
〇

三
〇
〇

八
○
○

六
〇
〇

八
O
O

飛
渡
第
一
小
学
校

四
〇
〇

五
〇
〇

二
〇
〇

三
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

飛
渡
第
二
小
学
校

二
〇
〇

三
〇
〇

一
〇
〇

三
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

六
箇
小
学
校

二
〇
〇

三
〇
〇

二
〇
〇

三
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

川
治
小
学
校

五
〇
〇

七
〇
〇

三
〇
〇

八
○
○

五
〇
〇

七
〇
〇

八
箇
小
学
校

三
〇
〇

三
〇
〇

二
〇
〇

四
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

吉
田
小
学
校

四
〇
〇

七
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

四
〇
〇

六
〇
〇

鐙
島
小
学
校

四
〇
〇

五
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

四
〇
〇

六
〇
〇

真
田
小
学
校

三
〇
〇

三
〇
〇

一
〇
〇

三
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

名
ケ
山
小
学
校

二
〇
〇

三
〇
〇

二
〇
〇

四
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

下
条
小
学
校

六
〇
〇

一
、
一
〇
〇

二
〇
〇

六
〇
〇

五
〇
〇

七
〇
〇

東
下
組
小
学
校

三
〇
〇

三
〇
〇

二
〇
〇

四
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

水
沢
小
学
校

五
〇
〇

九
〇
〇

三
〇
〇

五
〇
〇

五
〇
〇

七
〇
〇

野
中
小
学
校

三
〇
〇

四
〇
〇

二
〇
〇

三
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

馬
場
小
学
校

四
〇
〇

四
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

四
〇
〇

六
〇
〇

西
　
小
　
学
　
校

八
O
O

二
、
八
O
O

三
〇
〇

八
O
O

七
〇
〇

九
〇
〇

十
日
町
中
学
校

一
、
二
〇
〇

四
、
七
〇
〇

三
〇
〇

六
〇
〇

七
〇
〇

九
〇
〇

中
条
中
学
校

五
〇
〇

六
〇
〇

三
〇
〇

六
〇
〇

五
〇
〇

七
〇
〇

南
　
中
　
学
　
校

五
〇
〇

一
、
一
〇
〇

三
〇
〇

六
〇
〇

六
〇
〇

八
O
O

吉
田
中
学
校

四
〇
〇

五
〇
〇

三
〇
〇

五
〇
〇

五
〇
〇

七
〇
〇

下
条
中
学
校

四
〇
〇

六
〇
〇

三
〇
〇

五
〇
〇

五
〇
〇

七
〇
〇

水
沢
中
学
校

四
〇
〇

五
〇
〇

三
〇
〇

六
〇
〇

五
〇
〇

七
〇
〇

右
以
外
の
学

校
校
舎

一
〇
〇

二
〇
〇

一
〇
〇

二
〇
〇

一
〇
〇

二
〇
〇

備
考
・
屋
内
運
動
場
が
二
以
上
あ
る
学
校
は
一
施
設
に
対
す
る
使
用
料
と
す
る
。

　
　
・
使
用
料
金
は
四
時
間
単
位
と
す
る
。

　
　
・
昼
と
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
と
す
る
。

　
　
・
夜
と
は
午
後
六
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
と
す
る
。
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見
舞
金
最
高
七
十
万
円
に
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
交
通
災
害
共
済
制
度
に
ご
加
入
を

　
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
は
、
ど
ん
な

に
注
意
し
て
も
「
い
つ
」
「
ど
こ
で
」

あ
な
た
や
ご
家
族
の
身
に
ふ
り
か
か

っ
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
“
会
員
相
互
の
助
け
合
い
に
よ
り
、

交
通
事
故
被
災
者
に
見
舞
金
を
〃
と

い
う
趣
旨
で
新
潟
県
交
通
災
害
共
済

組
合
が
発
足
し
て
か
ら
す
で
に
七
年

目
を
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
り
加
入
者
は
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
昭
和
五
十
年
度

の
加
入
者
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。
万
一
の
事
故
に
そ
な
え

て
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
申
し
込
み
さ

れ
る
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

　
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
組
合
で
は

昭
和
五
十
哺
年
四
月
一
日
以
後
の
事

故
に
よ
る
見
舞
金
を
最
高
七
十
万
円

赤ちゃんの脱臼を防ぐ

（
現
行
五
十
万
円
）
に
引
き
上
げ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
日
一
円
の
安
い
掛
金
で
お
互
い

に
助
け
合
う
た
め
、
い
ま
加
入
し
て

い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
継
続
加
入
を
、

ま
た
加
入
し
て
い
な
い
方
も
全
員
加

入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
会
員
の
資
格

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
は
ど
な
た

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
会
費
等

　
会
費
は
一
人
年
額
三
百
五
十
円
。

　
共
済
期
間
は
、
毎
年
四
月
一
日
か

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
が

四
月
一
日
以
後
に
中
途
加
入
し
た
人

は
会
費
納
入
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
加
入
申
し
込
み
期
間

　
加
入
申
し
込
み
は
、
昭
和
五
十
二

年
三
月
末
日
ま
で
で
す
が
、
共
済
期

間
を
四
月
一
日
か
ら
有
効
と
す
る
た

め
に
は
三
月
中
に
会
費
を
添
え
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
加
入
申
し
込
み
の
方
法

　
新
規
加
入
の
場
合
…
加
入
申
込
書

（
新
規
）
に
加
入
者
名
等
必
要
事
項

を
記
入
。
継
続
加
入
は
、
加
入
申
込

書
の
内
容
を
照
合
し
、
死
亡
、
転
出

等
は
削
除
し
、
出
生
、
転
入
、
新
規
加

入
者
は
追
加
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
加
入
申
し
込
み
先

　
嘱
託
員
が
取
り
ま
と
め
る
町
内
は

嘱
託
員
へ
。
嘱
託
員
が
取
り
ま
と
め

を
し
な
い
町
内
は
、
直
接
市
役
所
環

境
課
交
通
安
全
係
（
北
越
銀
行
市
役

所
派
出
所
）
か
市
農
協
（
各
支
所
）

・
市
内
各
銀
行
へ
。

　
会
員
証
の
交
付

　
会
費
領
収
事
務
手
続
が
済
み
し
だ

い
会
員
証
を
作
成
し
各
町
内
の
嘱
託

員
を
通
じ
お
届
け
し
ま
す
。

。
I
I
1
9
，
唇
書
l
I
－
o
，
9
1
1
0
1
0
1
1
5
巳
I
I
l
酢
e
l
l
o
，
『
l
o
I
I
1
9
9
，
0
0
1
0
，
I
l
1
8
巳
巳
o
I
l
唇
I
l
l
l
l
I
I
I
1
8
6
1
9
1
1
巳
ー
l
I
I
陰
I
o
I
I
巳

⑧
㊤
㊨
㊥
◎
㊥
◎

　
　
郷
土
芸
能
の
発
表
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
お
こ
な
い
ま
す
。

　
　
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
．

日
　
時

出場

演所

三
月
二
十
六
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
一
時
半
開
演

十
日
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

赤
倉
神
楽
保
存
会

新
保
広
大
寺
保
存
会

中
条
民
謡
愛
好
会
（
大
の
坂
）

　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課
）

蝸
灘
慰
彫
鰍
部
落
説
明
会
に
ご
出
席
を

　
市
苗
場
山
ろ
く
開
発
室
で
は
、
去

る
二
月
末
か
ら
関
係
部
落
を
ま
わ
り
、

現
在
ま
で
の
計
画
と
り
ま
と
め
状
況

の
報
告
と
受
益
者
の
要
望
や
意
見
を

聞
く
会
（
苗
場
山
ろ
く
地
域
農
業
開

発
の
部
落
説
明
会
）
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
対
象
地
域
は
、
川
治
、
六
箇

の
一
部
と
水
沢
地
区
全
域
の
二
十
五

ヵ
所
で
三
月
末
日
ま
で
に
終
了
の
予

定
。
日
時
、
会
場
等
は
、
関
係
者
に

個
別
に
お
知
ら
せ
い
た
し
て
お
り
ま

す
が
、
多
数
の
ご
出
席
を
お
願
い
い

赤
　
倉
　
紳
　
楽

た
し
ま
す
。

有
線
放
送
電
話
を
増
設

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　〇　　　一　　　一　　〇　一　〇〇一

　
市
役
所
の
有
線
放
送
電
話
が
つ
ぎ

の
と
お
り
、
増
設
さ
れ
ま
し
た
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
㈲
五
二
五
一
五
番
…
環
境
課
、
開

発
課
。
し
た
が
っ
て
、
五
二
七
一
四
番

は
行
政
相
談
窓
口
専
用
と
な
り
ま
す
。
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　股関節を蛙のように曲げて拡げているのが、赤

ちゃんの自然な脚の形で、これをさまたげず、し

かも自由に動かすことがでさるようにするのが上

手なとりあつかい方です。

　このようにしたために、がにまたになることは

決してありません・

　　　上手なとりあつかい方
以下のことを生後第1日目から注意してください。

まただけのおむつにします。巻おむっや三角おむつで両足をしめ

つけてのばさないこと。おむっカバーも大きいものをつけます。

小さいズポンや衣服は避けましょう。

小さいものは股のところを割って改良して用いてください。

比較的硬いしきぷとんに寝かせます。しずみこむしきぶとんや

せまいカゴのようなものに寝かせてはいけません。

県内の最低賃金が改正されました

　新潟県下の全労働者に適用される新潟県最低賃

金をはじめ、卸売業、小売業等の業種別最低賃金が

っぎのとおり改正されました：。したがって、去る

1月21日以降は、新潟県最低賃金（1日1，867円）以上

でなくては、労働者を雇用できなくなりましたの

で、ご留意ください。

　その他くわしいことは、最寄りの監督署または

基準局へお問い合わせください。

　新潟県最低賃金一1日1，867円（1時間234円）

　卸売業・小売業最低賃金一1日2，010円（1時間

　252円）

　食料品製造業最低賃金……一1日2，060円（1時間

258円〉

　出版・印刷同関連産業最低賃金一1日2，170円（1

　時間272円）

グァテマラ地震救援金にご協力を

　グァテマラ地震は、死者17，000余人、傷者55，000

人を数えるなど大被害を受けました。

　日本赤十字社では、つぎのとおり救援金を受け

つけていますので、みなさんの暖かい善意をお寄

せください。

　受付期間　2月13日～4月30日

　受付場所　市社会福祉事務所内　日赤十日町市

　　　　　　地区
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四
月
一
日
よ
り

市
民
体
育
館
等
の
使
用
料
金
を
改
定

市民体育館使用料
　
市
は
、
十
二
月
市
議
会
で
各
種
使
用
条
例
の
一
部
改
正
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
五
十
偏
月
四
月
一
日
か
ら
つ
ぎ

の
と
お
り
市
民
体
育
館
等
の
使
用
料
金
を
改
定
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
市
条
例
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
使
用
料
を
減
免
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種
　
類

使
　
　
　
用
　
　
　
料

　
午
　
　
　
前

午
前
八
時
三
〇
分

か
ら
正
午
ま
で

　
午
　
　
　
後

午
後
一
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

　
夜
　
　
　
間

午
後
六
時
か
ら

午
後
十
時
ま
で

競
　
技
　
場

一
〇
、
○
O
O
円

一
五
、
○
○
○
円

一
九
、
○
○
○
円

小
　
　
　
室

八
○
○
円

八
○
○
円

一
、
○
○
○
円

男
子
更
衣
室

五
〇
〇
円

五
〇
〇
円

五
〇
〇
円

女
子
更
衣
室

五
〇
〇
円

五
〇
〇
円

五
〇
〇
円

備
考
・
営
利
又
は
営
業
上
の
目
的
で
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
は
三
倍
と
す
る
。

　
　
・
営
利
を
目
的
と
し
な
い
が
入
場
料
を
徴
収
し
、
又
は
有
償
の
会
員
券
等
を
発

　
　
行
し
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
は
二
倍
と
す
る
。

　
　
・
男
子
更
衣
室
及
び
女
子
更
衣
室
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
会
議
、
講
習
会
等
更

　
　
衣
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
場
合
に
徴
収
す
る
。

市
民
体
育
館
設
備
備
品
使
用
料

　
使
用
料
区
分

種
　
類

単
位

使
用
　
料

折
タ
タ
ミ
椅
子

一
脚

三
〇
円

長
　
　
　
　
机

一
脚

五
〇
円

石
油
ス
ト
ー
ブ

一
台

七
〇
〇
円

放
送
設
備

（
マ
イ
ク
．
．
本
ま
で
V

一
式

一
、
○
○
○
円

マ
　
　
イ
　
　
ク

　
（
．
本
増
す
ご
と
に
）

一
本

五
〇
〇
円

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

一
基

一
、
O
O
O
円

市
民
プ
ー
ル
使
用
料

大
　
　
人

一
回

一
〇
〇
円

高
校
生

一
回

七
〇
円

小
中
学
生

一
回

五
〇
円

幼
　
　
児

一
回

三
〇
円

屋外体育施設使用料市民会館・市公民館使用料

施
設
名

区
　
　
　
分

使
　
用
　
料

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

一
チ
ー
ム
五
〇
〇
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

〃

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

〃

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

〃

日
没
か
ら
午
後
↓
○
時
ま
で

〃

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

夜
間
照
明
施
設

三
〇
分
（
三
〇
分
に
満
た
な
い
場
合
は

三
〇
分
と
す
る
）
に
っ
き

内
野

九
〇
〇
円

外
野

六
〇
〇
円

太
田
島
野
球
場

日
の
出
か
ら
正
午
ま
で

一
チ
ー
ム
三
〇
〇
円

午
後
一
時
か
ら
日
没
ま
で

〃

　
使
用
区
分
（
単
位

　
　
使
用
時
間
）

施
設
名

午
　
　
前

使
用
　
料

午
　
　
後

使
用
料

夜
　
　
　
間

使
　
用
　
料

ホ
　
　
ー
　
　
ル

七
、
○
○
○
円

九
、
○
○
○
円

一
一
、
○
○
○
円

ホ
ワ
イ
エ
の
み
の
場
合

四
、
O
O
O
円

五
、
O
O
O
円

六
、
○
○
○
円

第
一
集
会
室

講
　
　
　
　
堂

第
一
実
習
室

一
、
一
〇
〇
円

て
六
〇
〇
円

二
、
二
〇
〇
円

第
二
実
習
室

第
二
集
会
室

第
三
集
会
室

第
四
集
会
室

第
一
学
習
室

八
O
O
円

一
、
一
〇
〇
円

一
、
五
〇
〇
円

第
二
学
習
室

第
三
学
習
室

第
四
学
習
室

暗
　
　
　
　
室

六
〇
〇
円

六
〇
〇
円

六
〇
〇
円

備
考

物
品
の
販
売
行
為
を
と
も
な
う
ホ
ワ
イ
エ
の
使
用
料
は
こ
の
表
に
規
定
す
る

使
用
料
の
十
割
相
当
額
を
加
え
た
額
で
す
。

設備使用料

設
備
名

単
位

使
用
料

音
　
響
　
器
　
具

一
式

二
、
○
○
○
円

照
ら
明
　
器
　
具

一
式

四
、
○
○
○
円

十
六
ミ
リ
発
声

映
　
　
写
　
　
機

一
台

一
、
五
〇
〇
円

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

一
台

二
、
五
〇
〇
円

地区公民館使用料

　
区
　
　
分

地
区
公
民
館

施
設
名

使
　
　
用
　
　
料

　
午
　
　
前

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

　
午
　
　
後

午
後
一
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

　
夜
　
　
間

午
後
六
時
か
ら

午
後
十
時
ま
で

地
区
公
民
館

（
中
条
地
区
公
民
館

を
除
く
）

大
井
田
分
館

新
座
分
館

集
会
室

実
習
室

三
五
〇
円

四
五
〇
円

五
五
〇
円

注
・
中
条
地
区
公
民
館
は
5
1
年
1
月
か
ら
使
用
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

設備
使用料

設
　
　
備
　
名

単
位

使
　
用
　
料

十
六
ミ
リ
発
声
映
写
機

一
台

一
回
に
つ
き
七
〇
〇
円

傭
考
「
一
回
」
と
は
午
前
、
午
後
、
又
は
夜
間
の
各
使
用
区
分
を
い
う
。

公
立
学
校
使
用
料

　
　
使
用
区
分

学
校
名

屋
内
運
動
場

普
通
、
特
別
教
室

屋
外
運
動
場

昼

夜

昼

夜

昼

夜

十
日
町
小
学
校

六
〇
〇

八
O
O

三
〇
〇

六
〇
〇

七
〇
〇

九
〇
〇

大
池
小
学
校

二
〇
〇

三
〇
〇

二
〇
〇

四
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

中
条
小
学
校

六
〇
〇

一
、
九
〇
〇

三
〇
〇

八
○
○

四
〇
〇

六
〇
〇

東
　
小
　
学
　
校

八
○
○

二
、
六
〇
〇

三
〇
〇

八
○
○

六
〇
〇

八
O
O

飛
渡
第
一
小
学
校

四
〇
〇

五
〇
〇

二
〇
〇

三
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

飛
渡
第
二
小
学
校

二
〇
〇

三
〇
〇

一
〇
〇

三
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

六
箇
小
学
校

二
〇
〇

三
〇
〇

二
〇
〇

三
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

川
治
小
学
校

五
〇
〇

七
〇
〇

三
〇
〇

八
○
○

五
〇
〇

七
〇
〇

八
箇
小
学
校

三
〇
〇

三
〇
〇

二
〇
〇

四
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

吉
田
小
学
校

四
〇
〇

七
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

四
〇
〇

六
〇
〇

鐙
島
小
学
校

四
〇
〇

五
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

四
〇
〇

六
〇
〇

真
田
小
学
校

三
〇
〇

三
〇
〇

一
〇
〇

三
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

名
ケ
山
小
学
校

二
〇
〇

三
〇
〇

二
〇
〇

四
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

下
条
小
学
校

六
〇
〇

一
、
一
〇
〇

二
〇
〇

六
〇
〇

五
〇
〇

七
〇
〇

東
下
組
小
学
校

三
〇
〇

三
〇
〇

二
〇
〇

四
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

水
沢
小
学
校

五
〇
〇

九
〇
〇

三
〇
〇

五
〇
〇

五
〇
〇

七
〇
〇

野
中
小
学
校

三
〇
〇

四
〇
〇

二
〇
〇

三
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

馬
場
小
学
校

四
〇
〇

四
〇
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

四
〇
〇

六
〇
〇

西
　
小
　
学
　
校

八
O
O

二
、
八
O
O

三
〇
〇

八
O
O

七
〇
〇

九
〇
〇

十
日
町
中
学
校

一
、
二
〇
〇

四
、
七
〇
〇

三
〇
〇

六
〇
〇

七
〇
〇

九
〇
〇

中
条
中
学
校

五
〇
〇

六
〇
〇

三
〇
〇

六
〇
〇

五
〇
〇

七
〇
〇

南
　
中
　
学
　
校

五
〇
〇

一
、
一
〇
〇

三
〇
〇

六
〇
〇

六
〇
〇

八
O
O

吉
田
中
学
校

四
〇
〇

五
〇
〇

三
〇
〇

五
〇
〇

五
〇
〇

七
〇
〇

下
条
中
学
校

四
〇
〇

六
〇
〇

三
〇
〇

五
〇
〇

五
〇
〇

七
〇
〇

水
沢
中
学
校

四
〇
〇

五
〇
〇

三
〇
〇

六
〇
〇

五
〇
〇

七
〇
〇

右
以
外
の
学

校
校
舎

一
〇
〇

二
〇
〇

一
〇
〇

二
〇
〇

一
〇
〇

二
〇
〇

備
考
・
屋
内
運
動
場
が
二
以
上
あ
る
学
校
は
一
施
設
に
対
す
る
使
用
料
と
す
る
。

　
　
・
使
用
料
金
は
四
時
間
単
位
と
す
る
。

　
　
・
昼
と
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
と
す
る
。

　
　
・
夜
と
は
午
後
六
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
と
す
る
。
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見
舞
金
最
高
七
十
万
円
に
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
交
通
災
害
共
済
制
度
に
ご
加
入
を

　
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
は
、
ど
ん
な

に
注
意
し
て
も
「
い
つ
」
「
ど
こ
で
」

あ
な
た
や
ご
家
族
の
身
に
ふ
り
か
か

っ
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
“
会
員
相
互
の
助
け
合
い
に
よ
り
、

交
通
事
故
被
災
者
に
見
舞
金
を
〃
と

い
う
趣
旨
で
新
潟
県
交
通
災
害
共
済

組
合
が
発
足
し
て
か
ら
す
で
に
七
年

目
を
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
り
加
入
者
は
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
昭
和
五
十
年
度

の
加
入
者
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。
万
一
の
事
故
に
そ
な
え

て
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
申
し
込
み
さ

れ
る
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

　
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
組
合
で
は

昭
和
五
十
哺
年
四
月
一
日
以
後
の
事

故
に
よ
る
見
舞
金
を
最
高
七
十
万
円

赤ちゃんの脱臼を防ぐ

（
現
行
五
十
万
円
）
に
引
き
上
げ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
日
一
円
の
安
い
掛
金
で
お
互
い

に
助
け
合
う
た
め
、
い
ま
加
入
し
て

い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
継
続
加
入
を
、

ま
た
加
入
し
て
い
な
い
方
も
全
員
加

入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
会
員
の
資
格

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
は
ど
な
た

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
会
費
等

　
会
費
は
一
人
年
額
三
百
五
十
円
。

　
共
済
期
間
は
、
毎
年
四
月
一
日
か

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
が

四
月
一
日
以
後
に
中
途
加
入
し
た
人

は
会
費
納
入
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
加
入
申
し
込
み
期
間

　
加
入
申
し
込
み
は
、
昭
和
五
十
二

年
三
月
末
日
ま
で
で
す
が
、
共
済
期

間
を
四
月
一
日
か
ら
有
効
と
す
る
た

め
に
は
三
月
中
に
会
費
を
添
え
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
加
入
申
し
込
み
の
方
法

　
新
規
加
入
の
場
合
…
加
入
申
込
書

（
新
規
）
に
加
入
者
名
等
必
要
事
項

を
記
入
。
継
続
加
入
は
、
加
入
申
込

書
の
内
容
を
照
合
し
、
死
亡
、
転
出

等
は
削
除
し
、
出
生
、
転
入
、
新
規
加

入
者
は
追
加
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
加
入
申
し
込
み
先

　
嘱
託
員
が
取
り
ま
と
め
る
町
内
は

嘱
託
員
へ
。
嘱
託
員
が
取
り
ま
と
め

を
し
な
い
町
内
は
、
直
接
市
役
所
環

境
課
交
通
安
全
係
（
北
越
銀
行
市
役

所
派
出
所
）
か
市
農
協
（
各
支
所
）

・
市
内
各
銀
行
へ
。

　
会
員
証
の
交
付

　
会
費
領
収
事
務
手
続
が
済
み
し
だ

い
会
員
証
を
作
成
し
各
町
内
の
嘱
託

員
を
通
じ
お
届
け
し
ま
す
。

。
I
I
1
9
，
唇
書
l
I
－
o
，
9
1
1
0
1
0
1
1
5
巳
I
I
l
酢
e
l
l
o
，
『
l
o
I
I
1
9
9
，
0
0
1
0
，
I
l
1
8
巳
巳
o
I
l
唇
I
l
l
l
l
I
I
I
1
8
6
1
9
1
1
巳
ー
l
I
I
陰
I
o
I
I
巳

⑧
㊤
㊨
㊥
◎
㊥
◎

　
　
郷
土
芸
能
の
発
表
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
お
こ
な
い
ま
す
。

　
　
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
．

日
　
時

出場

演所

三
月
二
十
六
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
一
時
半
開
演

十
日
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

赤
倉
神
楽
保
存
会

新
保
広
大
寺
保
存
会

中
条
民
謡
愛
好
会
（
大
の
坂
）

　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課
）

蝸
灘
慰
彫
鰍
部
落
説
明
会
に
ご
出
席
を

　
市
苗
場
山
ろ
く
開
発
室
で
は
、
去

る
二
月
末
か
ら
関
係
部
落
を
ま
わ
り
、

現
在
ま
で
の
計
画
と
り
ま
と
め
状
況

の
報
告
と
受
益
者
の
要
望
や
意
見
を

聞
く
会
（
苗
場
山
ろ
く
地
域
農
業
開

発
の
部
落
説
明
会
）
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
対
象
地
域
は
、
川
治
、
六
箇

の
一
部
と
水
沢
地
区
全
域
の
二
十
五

ヵ
所
で
三
月
末
日
ま
で
に
終
了
の
予

定
。
日
時
、
会
場
等
は
、
関
係
者
に

個
別
に
お
知
ら
せ
い
た
し
て
お
り
ま

す
が
、
多
数
の
ご
出
席
を
お
願
い
い

赤
　
倉
　
紳
　
楽

た
し
ま
す
。

有
線
放
送
電
話
を
増
設
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市
役
所
の
有
線
放
送
電
話
が
つ
ぎ

の
と
お
り
、
増
設
さ
れ
ま
し
た
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
㈲
五
二
五
一
五
番
…
環
境
課
、
開

発
課
。
し
た
が
っ
て
、
五
二
七
一
四
番

は
行
政
相
談
窓
口
専
用
と
な
り
ま
す
。
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　股関節を蛙のように曲げて拡げているのが、赤

ちゃんの自然な脚の形で、これをさまたげず、し

かも自由に動かすことがでさるようにするのが上

手なとりあつかい方です。

　このようにしたために、がにまたになることは

決してありません・

　　　上手なとりあつかい方
以下のことを生後第1日目から注意してください。

まただけのおむつにします。巻おむっや三角おむつで両足をしめ

つけてのばさないこと。おむっカバーも大きいものをつけます。

小さいズポンや衣服は避けましょう。

小さいものは股のところを割って改良して用いてください。

比較的硬いしきぷとんに寝かせます。しずみこむしきぶとんや

せまいカゴのようなものに寝かせてはいけません。

県内の最低賃金が改正されました

　新潟県下の全労働者に適用される新潟県最低賃

金をはじめ、卸売業、小売業等の業種別最低賃金が

っぎのとおり改正されました：。したがって、去る

1月21日以降は、新潟県最低賃金（1日1，867円）以上

でなくては、労働者を雇用できなくなりましたの

で、ご留意ください。

　その他くわしいことは、最寄りの監督署または

基準局へお問い合わせください。

　新潟県最低賃金一1日1，867円（1時間234円）

　卸売業・小売業最低賃金一1日2，010円（1時間

　252円）

　食料品製造業最低賃金……一1日2，060円（1時間

258円〉

　出版・印刷同関連産業最低賃金一1日2，170円（1

　時間272円）

グァテマラ地震救援金にご協力を

　グァテマラ地震は、死者17，000余人、傷者55，000

人を数えるなど大被害を受けました。

　日本赤十字社では、つぎのとおり救援金を受け

つけていますので、みなさんの暖かい善意をお寄

せください。

　受付期間　2月13日～4月30日

　受付場所　市社会福祉事務所内　日赤十日町市

　　　　　　地区
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福
祉
手
当
受
給
該
当
者
は
届
出
を

　
福
祉
手
当
に
つ
い
て
の
概
要
は
す

で
に
市
報
や
有
線
放
送
な
ど
で
も
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
該
当
さ
れ
る

方
で
、
ま
だ
届
出
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
お
早
め
に
市
社
会
福
祉
事
務
所

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
福
祉
手
当
は
在
宅
の
重
度
障
害
者

に
対
し
そ
の
障
害
ゆ
え
に
生
ず
る
負

担
の
一
助
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
要
件
は
、
つ
ぎ
に
定
め
る
程

度
の
重
度
の
障
害
が
有
り
、
在
宅
の

障
害
者
で
廃
疾
を
事
由
と
す
る
他
の

制
度
に
よ
る
障
害
年
金
、
廃
疾
年
金

等
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

（
障
害
福
祉
年
金
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
は
併
給
に
な
り
ま
す
）

　
受
給
資
格
請
求
手
続
は
、
市
社
会

福
祉
事
務
所
窓
口
で
交
付
す
る
受
給

疹
し
こ
い
酒
妻
卸

画
塩
ギ
　
●

　
　
　
．
H
の
摂
取
賦
は
標
準
ト

ジ
　
　
．
．
．
”
、
く
ら
い
e
す
が
年
齢
や

　
　
生
活
条
件
な
ど
で
加
減
し
て

e
　
　
ド
さ
い
。
血
液
中
に
ほ
常
L

　
　
O
・
九
貿
耗
へ
凸
よ
れ
τ
い
よ
す
。

　
　
の
ゆ
の
ロ
　
　

麟
皿
讐

論
鞭
謬

⇔
簸
繋
嚇

2〃
湊
藷
強

資
格
認
定
請
求
書
、
福
祉
手
当
所
得

状
況
届
、
診
断
書
の
ほ
か
、
添
付
書
類

と
し
て
、
戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
が

必
要
で
す
の
で
、
手
数
料
金
（
二
百

円
位
）
と
認
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
福
祉
手
当
の
対
象
と
な
る
障
害
の

程
度
は
視
覚
、
聴
覚
、
肢
体
不
自
由
、

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
機
能
障
害
の

方
で
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
程
度
。

（
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
所
持
の
方

は
診
断
書
不
要
で
す
）
ま
た
、
肝
臓
、

血
液
疾
患
、
精
神
障
害
、
脳
出
血
等

に
よ
る
後
遺
症
で
ね
た
き
り
の
状
態

に
あ
る
方
で
食
事
や
ト
イ
レ
、
洗
面
、

入
浴
等
日
常
生
活
が
自
分
だ
け
で
は

出
来
な
い
方
。

※
福
祉
手
当
額
は
月
額
四
千
円
で
す
。

所得制限表

※
所
得
制
限
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、

次
表
の
所
得
を
超
え
る
方
は
、
該
当

し
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
は
四
月
九
日
か
ら

　
市
報
と
お
か
ま
ち
二
月
号
で
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間
変
更
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
国

会
審
議
の
遅
れ
か
ら
、
期
日
が
つ
ぎ

の
と
お
り
再
度
変
更
し
ま
し
た
の
で

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
縦
覧
期
間
　
昭
和
五
十
一
年
四
月

九
日
か
ら
同
月
二
十
八
日
ま
で
。
時

間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
（
土
曜
日
は
、
正
午
ま
で
。

日
曜
、
祭
日
は
休
み
）
。

　
縦
覧
場
所
　
市
役
所
税
務
課

　
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
、
固
定
資
産

務扶 本障 等扶

者養 宝
口

　養
の　親

等義 人者 数族

1，632，500 600，000
○

円 円
人

1，852，500 762，000
4

円 円
人

2，072，500 982，500
二

円 円
人

』ご

2，292，500 1，202，500

円 円
人

2，512，500 1，422，500
四

円 円
人

2，732，500 1，642，500
五

円 円
人

税
の
納
期
は
、
第
一
期
は
五
月
、
第

二
期
七
月
、
第
三
期
九
月
、
第
四
期

十
一
月
と
な
り
ま
す
。

嚢
霧
義
馨
搬
．
鎌
纏
鑑
篭

　
気
温
の
上
昇
に
伴
い
全
層
な
だ
れ

が
随
所
で
発
生
し
、
非
常
に
危
険
と

な
っ
て
い
ま
す
。
危
険
と
な
る
部
落

及
び
通
行
人
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
注

意
し
、
な
だ
れ
事
故
防
止
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

　
■
「
ナ
ダ
レ
注
意
」
の
標
識
の
立

　
て
て
あ
る
所
は
、
特
に
注
意
し
て

　
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
各
部
落
と
も
危
険
箇
所
の
監
視

　
を
強
め
、
危
険
を
発
見
し
た
場
合

　
は
嘱
託
員
を
通
じ
て
地
域
の
人
達

　
に
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
危
険
と
考
え
ら
れ
る
所
は
、
部

　
落
で
雪
庇
を
排
除
す
る
な
ど
事
故

　
の
未
然
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
■
危
険
箇
所
で
迂
回
可
能
の
所
は

　
迂
回
路
を
設
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

農
業
用
軽
油
免
税
証

を
交
付

　
農
業
用
軽
油
免
税
証
の
交
付
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

つ
ぎ
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

該
当
さ
れ
る
方
は
忘
れ
ず
に
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
日
時
／
三
月
二
十
六
日
（
金
）
午

前
十
時
～
午
後
三
時
。

　
場
所
／
十
日
町
財
務
事
務
所
（
妻

有
町
西
二
　
総
合
庁
舎
内
）
。

　
必
要
書
類
等
／
④
印
鑑
（
共
同
申

請
の
場
合
は
全
員
の
印
鑑
を
）
◎
免

税
軽
油
使
用
者
証
◎
耕
作
面
積
証
明

書
◎
使
用
機
械
の
証
明
書
（
所
有
証

明
、
借
用
証
明
）
又
は
納
品
書
等
の

写
（
機
械
の
製
作
所
名
、
名
称
、
型

式
、
馬
力
、
燃
料
消
費
量
等
記
入
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
カ
タ
ロ
グ
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
）
。

　
そ
の
他
／
申
請
用
紙
は
財
務
事
務

所
へ
。
耕
作
面
積
証
明
は
市
農
業
委

員
会
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は

四
月
か
ら
千
四
百
円
に
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国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
か

ら
こ
れ
ま
で
の
干
百
円
か
ら
千
四
百

円
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
一
昨
年
春
に

は
大
幅
に
年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

ま
た
、
一
昨
年
、
昨
年
と
二
年
連
続

で
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
増
額
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
保
険

料
も
引
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

将
来
あ
な
た
の
年
金
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な

　
い
よ
う
に

飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
十
日
町
警
察
署
か
ら
発
表
さ
れ
た

二
月
一
日
か
ら
二
月
十
日
ま
で
の
酒

酔
い
運
転
違
反
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　
山
田
未
松
（
川
治
三
五
三
の
一
V

所
得
税
の
確
定
申
告
は

す
み
ま
し
た
か

　
所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
民
税
の

申
告
は
も
う
す
み
ま
し
た
か
。

　
申
告
の
期
限
は
三
月
十
五
日
（
月
）

で
す
が
、
期
限
に
お
く
れ
ま
す
と
む

だ
な
加
算
税
が
つ
き
ま
す
。
所
得
税

の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方
は
、
市
民

税
と
事
業
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
　
（
十
日
町
税
務
署
）

電
話
の
マ
ナ
ー
を
電
話

教
室
で

　
新
入
社
員
の
ビ
ジ
ネ
ス
事
始
め
の

た
め
に
、
電
話
マ
ナ
ー
の
習
得
も
大

切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
「
ビ
ジ

ネ
ス
は
書
く
よ
り
行
く
よ
り
、
ま
ず

電
話
」
正
し
い
か
け
方
、
う
け
方
、

エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
早
く
身
に
つ
け

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
電
報
電
話
局

の
「
ダ
イ
ヤ
ル
電
話
教
室
」
を
お
気

軽
に
．
こ
利
用
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い

こ
と
は
曾
二
－
三
三
七
〇
番
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

211．44K㎡（2月1日現在）11，883／面積50，563人（男24，626・女25，937）／世帯数■市勢／人ロ

1新iノ校舎でス，学式1茄齢

　何もかも新しい西小学校一。4月10日の開校式を前に児童678名の

入学式が去る5臼行なわれました。
　同校は、学校規模の適正化によって、十日町小と川治小を分離して
新設されたもので、当日はピカピカの新校舎へ入るのがはじめてとあ

つて、校内では、児童たちの明るい喜びの顔でいっぱいでした。

　　　　　　　　〈写真〉先生に見送られ、校舎をあとにする新一年生一。

　　　　　　　　　　　市民みんなの力で、こどもたちを悲惨な交通事故から守ろう。

4輪
　　□234号□


